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今こそ考えよう
「子ども の心を・身 体を・安 全を 」

女
子
高
校
生
の
3
6
%
、
女
子
中
学
生
の
2
5
%
…

こ

れ
は
、
都
が
テ
レ
ク
ラ
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど

う
か
を
調
査
し
た
と
き
の
「
あ
る
」の
回
答
の
割
合
で
す
。

子
ど
も
た
ち
や
若
者
が
、安
全
に
、そ
し
て
自
分
を
見

失
う
こ
と
な
く
生
き
て
行
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
方

に
、ひ
と
ご
と
と
し
な
い
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1
0
代
の
あ
な
た
へ
…

心
と
身
体
と
『
性
』
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

□
麻
薬
等
の
乱
用
は
危
険

「
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
≒
遊
び
半
分

で
」
「
断
れ
な
く
て
」
と
試
し
て
み
た

エ
ス
や
ス
ピ
ー
ド
覺
せ
い
剤
の
こ
と
)
。
1

具
け
の
つ
も
n
か
、
い
つ
の
ま
に

か
薬
物
か
ら
抜
け
出
せ
な
ぐ
な
る
ま
で

は
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
の
こ
と
。
ド
ラ

マ
な
ど
で
見
る
麻
薬
中
毒
患
者
の
様
子

は
、
決
し
て
ア
レ
ビ
の
中
だ
け
の
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
テ
レ
ク
ラ
!
そ
の
甘
い
わ
な

好
奇
心
か
ら
や
、「
話
童
気
だ
け
」

と
テ
レ
ク
ラ
に
電
話
し
ア
み
よ
う
と
甦

つ
た
と
き
は
、
立
ち
正
ま
っ
て
考
凡
て

み
て
く
だ
さ
い
。
遊
び
半
分
の
一
本
の

電
話
が
売
買
春
や
、
あ
な
た
が
性
的
被

害
に
塚
冫

」と
に
結
び
町
い
て
し
恚
つ

か
も
レ
れ
な
い
の
で
す
。

□
援
助
交
際
は
売
買
春

「
援
助
交
際
」
と
い
う
と
、
な
に
か

耳
触
り
の
い
い
表
現
に
闃
こ
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

犀
叨
交
際
」
は

売
亘
荵
の
で
す
。
自
分
の
身
体
釁
金

品
の
代
豕
と
し
て
売
る
こ
と
、
自
ら
の

「
性
」
を
商
品
と
す
る
と
り
つ
'と

は
、

自
分
の
心
や
プ
ラ
イ
ド
か
僞
つ
け
る
こ

と
に
は
な
昏
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「他
人
に
は
迷
扉
か
け
て
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
」
と一臂
笳
も
レ
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、こ
の
傷
の
意
味
を
、
傷
の
深
さ

を
じ
っ
く
愆
弓
兄
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
と
き
は・
:

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

都
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
相
談
室

(
5
5
0
0
)
0
3
3
5

大
人
の
あ
な
た
へ
…

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る

た
め
に
、
何
を
す
べ
き
で
、
何
を
す

べ
き
で
な
い
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い

□
買
春
(
か
い
し
ゅ
ん
)
等
処
罰
規
定

東
京
都
は
、「
東
京
都
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正
し
、

新
た
に
「
筥
香
等
処
罰
規
定
」
奎
碍
入

し
ま
し
た
(
施
行
は
1
2月
1
6日
予
定
)
。

こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
し
ぱ
し
ぱ
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
、
売
春
の
相
手
方
と

な
っ
て
い
る
大
人
を
対
象
と
し
た
処
罰

規
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
有
害
図
書
類

に
C
D
I
R
O
M

等
を
即
急
と
と
も

に
、
こ
の
条
例
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は

青
少
年
の
人
権
等
を
配
慮
し
て
い
く
'」

と
と
し
て
い
ま
す
。

□
東
京
都
テ
レ
ク
ラ
等
規
制
条
例

条
例
の
主
な
内
容
と
し
て
、
①
営
業

の
届
出
制
②
営
業
所
設
置
禁
止
区
域
の

設
定
③
広
告
・
宣
伝
の
規
制
印
刀
I
ド

販
売
の
規
制
⑤
青
少
年
を
菅

に夛

る
こ

芸

簒
霍

す
る
な
ど
の
営
業
者
の
義
務

等
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
2

年

間
の
猶
予
期
間
の
後
は
、
区
内
で
の
営

業
は
規
制
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
1
1一
月
か

ら
は
青
少
年
の
立
入
蔡
止
場
所
以
外
で

の
立
て
看
板
等
の
配
置
や
、
広
告
チ
ラ

シ
等
の
配
付
も
罘
止
さ
れ
ホ

す
。

〝こ
ど
も
を
ま
も
ろ
う
一
一
〇
番〟

を
設
置
し
ま
す

最
近
、
子
ご
も
た
ち
が
通
ひ
魔
的
な

犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
区
内
で
も
、
何
件
か
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

各
小
学
校
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

方
々
に
髻
笳
け
、
子
ぐ
も
た
ち
の
安

全
な
登
下
校
や
、
帰
宅
後
の
安
全
黔
擺

保
す
る
た
め
に
、「
こ
ど
も
を
ま
も
ろ

う
一
一
〇
番
」
の
設
置
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
恥
気
か
不
審
者
に

つ
け
袤
わ
さ
れ
身
の
危
険
を
思
じ
た
と

き
や
、
危
害
を
加
え
ら
れ
た
と
き
に
、

一
時
的
に
救
い
を
求
め
た
り
、
避
難
を

す
る
場
所
で
す
。
今
月
の
中
旬
か
ら
実

施
予
定
で
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
場

所
(
家
庭
や
商
諤
等
)
に
は
目
印
と
し

て
右
9
5

な
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
っ
て

い
た
だ
孝
豕
歹
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
愕
澎
通
め
な
が
ら
。

「
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
つ
」
と

い
う
姿
勢
を
ほ
っ
き
り
示
畜

」と
に
よ

り
、
不
審
者
等
を
寄
せ
つ
け
な
い
枩
っ

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の

人
々
が
子
ど
も
を
守
り
、
子
ど
も
に
目

豪
同
け
る
地
域
づ
く
口
を
進
め
て
い
き

欒
歹
。

も
し
、
何
か
あ
っ
た
ら
「こ
ど
石
を

ま
も
る
つ
一
一
〇
番
」へ
助
け
を
求
め

る
ぷ
つ
、
お
子
さ
ん
へ
伝
え
て
く
だ
さ

い

。
ま
た
、
避
難
所
に
限
ら
ず
、
だ
れ

に
で
も
、・ど
こ
に
で
も
助
け
を
求
め
ら

れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
叭
し
ょ
う
。

気

が

つ

い

た

ら

す

ぐ

に

相

談

を

い

じ

め

相

談

(
3
8
8
0
)
5
5
7
7

(
学
校
教
育

部
指
導
室
内
)

月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

青
少
年
健
全
育
成
強
調
活
動

(
街
頭
P
R

活
動
)

1
0月
茴
吊
に
、
北
千
住
駅
前
、
竹

ノ
塚
駅
前
で
、
区
内
の
健
全
育
成
団
体

等
と
関
係
機
関
が
協
力
し
、3
5
0
人
の
区

民
の
方
の
参
加
の
も
と
、
青
少
年
の
た

め
の
健
全
育
成
と
社
会
環
境
浄
化
を
目

指
し
、
街
頭
P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
テ
レ
ク
ラ
等
の
利
用
防
止
、

援
助
交
際
防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
を

訴
え
ま
し
た
。

区
で
は
、
ふ
嶇
も
区
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
碆
陛
つ
て
良
好
な
地
域
環
境
づ

く
息
逕
儼
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10月25日に行われた街頭PR 活動( 北千住駅前)

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
課
ヘ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容

2
面
▽
▽
▽
ね
ん
き
ん
出
張
相
談
/
臨
時
職
員
(
理
学
療
法
士
)
募

集
/
糖
尿
病
予
防
教
室
/
ひ
ろ
ば

3
面
▽
▽
▽
消
費
者
講
座

「冬
の
ボ
ー
ナ
ス
活
用
術
」
/
国
保
指
定

保
養
施
設
/
住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す
/
掲
示
板

4
面
▽
▽
▽
青
年
講
座
/
子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー
/
防
災
区
民

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
7
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ あ だち広 報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは 奇数月1 日 発行　 ※ 区民 事務所や駅の広報スタンド など にも置い てあり ま すの で、ご利 用く ださい
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

年

金

年
金
受
給
者
の
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受

給
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
(
(

ガ
キ
形
式
)
の
用
紙
を
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
同
時
に
支

払
金
融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま
す
)
。

こ
の
提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
関
係
の

書
類
が
お
乖
先
に
届
か
な
ぐ
な
2

チ

。

こ
の
届
出
用
紙
は
、
社
会
保
険
富
務
所
、

国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に
あ
n
ま

す
。
な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の

手
帳
で
、
指
定
し
た
郵
便
局
の
窓
口
で

布
払
い
盒
苻

る
年
金
)
の
變
R

年

金
証
挙
と
印
謇
蕗

つ
て
、
国
民
年
金

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
届
け
出
て
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
=
給
付
係

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
1

内
容
日
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

梅
田
セ
ン
タ
1
で
将
い
ま
す

問
先
卜

推
進
係

表1　 ねんきん出張相談日程表

夜間開設

福

祉

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
難
痾
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
り
、リ
(
ビ
リ
訓
練
を

希
望
灸
芳
に
次
9
5

な
訓
練
奮
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
台
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
=
1
5歳
以
卜で

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民
(
お
お

髮
郤

歳
ま
で
)

訓
練
内
容
ト
マ
ヒ

し
な
舌
袒
吁
で
な
ぐ
全
体
の
機
能
を

最
大
限
に
生
か
す
ひ
(

ビ
ひ
訓
練
/
言

葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
員
罰
練
/

杳
踝
正
の
た
め
の
健
康
管
理
/
家

事
・
更
衣
・
入
浴
な
ど
の
動
作
訓
練
/

補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹
介
や
作
成

/
外
出
訓
練
や
交
通
機
関
利
用
訓
練
/

手
芸
・
陶
芸
な
ど
趣
味
開
拓
/
就
労
に

向
け
て
の
援
助

※
送
迎
バ
ス
も
利
用

で
き
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い

場
・

申
・
問
先
=
▽
田
7

号
綴
の
東
側
お

よ
び
千
住
地
区
の
方
…
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国
道
4
号
綟
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

小
台
・
新
田
地
区
の
方
…
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
9

」

不
要
に
な
っ
た
車
い
す
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

北
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
不
要
に
な

っ
た
車
い
す
を
晢
{
ん
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
残

お
年
寄
ひ
や
障
害
を
持
っ

た
方
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

貸
し
出
し
の
申
し
込
み
が
多
く
、
台
数

不
足
で
申
し
込
み
に
す
ぐ
に
は
5
い
り

れ
な
い
状
況
で
す
。
有
効
に
活
用
し
ま

す
の
で
、
不
要
の
車
い
す
(
標
準
型

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い

。こ
ち
ら
か
ら
取
り
に
う
か
が
い

ま
す
。

問
先
非
窗
福
祉
事
務
所

　
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
(
理
学
療
法
士
)
募
集

対
象
H
理
学
療
法
士
の
国
家
資
格
岑
お

持
ち
の
方

内
容
=
リ
(
ビ
リ
機
能
訓

鑠
指
導

勤
務
条
件
=
週
1
日
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時

定
S
日
人

報

酬
卜
1
万
8
千
円
T

日
、
交
通
費
含

む
)

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

「
(
親
)
医
療
証
」
の
現
況
届
を
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
方
へ

耆
爰
届
の
提
出
期
限
は
辺
册
日

で
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
0

年
分
の
医
療
証
を
薺
で
童
疂
ん
。

枩

撫
出
し
て
い
な
い
方
は
、
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
よ
篆
冤
て
至
急
郵
送
し

て
ぐ
だ
さ
い
(
1
0月
1
日
以
降
「
働
医

療
証
」
を
申
請
し
た
方
は
今
年
は
現
況

届
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。
な
お
、

現
況
届
提
出
後
に
保
険
証
が
瞿
わ
っ
た

方
は
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
先
=
児
晋
医
療
係

健

康

乳
が
ん
体
験
者
交
流
会
(
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
)

お
互
い
の
体
験
釁
と
お
し
、
悩
み
や

工
夫
し
て
い
る
こ
と
蚤
話
し
合
い
、
生

責
る
力
煢
Z
プ
ス
し
声
レ
よ
う
。
冫
力

月
に
1
度
集
ま
っ
て
愍
湎
石
行
い
ま

す
。

日
時
=
U

矼

日
窗
、
午
後
I

時
3
0分
～
4
時

対
象
=
乳
が
な
忿
一
'

齢
U
た
方
(
壬
瞿
蜃
虱
な
い
方
も
ど

う
ぞ
)

場
・
申
・
問
先
卜
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

血
糖
値
・
尿
糖
の
気
に
な
る
方
へ

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

煩
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
に
基
本
的
な
予

防
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
=

▽
1
2月
1
鳳
閇
・糖
尿
訶
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に

昌
一月
1
0日
團・
:訣
汞
病
と
牛
活
/
気

に
な
る
食
べ
方
・
飲
み
方

※
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
L
時
3
0分
A

時
卻
が

対
象
=
成
人
健
康
診
査
等
盒
符
て
糖

尿
病
の
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
方

講
師
日
原
陽
子
氏
(
智
星
崙
糖
尿
病

研
究
所
医
長
)
、
保
健
婦
、
管
理
栄
養

士

定
員
泯
J
人
S

用
=
無
料

申

込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保

健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

9
年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
、

都
民
税
の
納
期
限
が
過
羣
じ
た
。

納
期
限
後
は
、
征
暦
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

ぺ
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、差
し

押
さ
え
等
の
慳
万
を
受
け
る
y
にと
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
嚊
が
あ
っ
て
納
付
で
‘屁
い
燮
E

や
そ
の
他
不
明
な
R
が
あ
'
9と
き
に

は
、
そ
の
豕
ま
敢
虱
予

に
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
日
納

税
課
納
税
第
1
・
第
2
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
自
立
セ
ン
タ
ー
・
足
立
(
や
ん

ま
)
バ
ザ
ー
1
1
月
1
6
日
旧
、午
前

1
1
時
～
午
後
3
時
(
雨
天
決
行
)
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
自
立
セ
ン
タ
ー

・
足
立
(
や
ん
ま
)

(
3
8
8
0
)
6
6
9
9

☆
沖
繩
県
民
映
画

「
ガ
マ
ト
月
桃
の

花
」1
1
月
2
7日
團
、
午
後
3
時
と

午
後
6
時
3
0分
/
竹
の
獗
区
民
ホ
ー

ル
/
聴
覚
障
害
者
向
け
字
幕
付
き
1
6

皿
フ
イ
ル
ム
/
前
売
り
大
人
千
4
0
0円

遏
吁
千
8
0
0円)

※
そ
の
他
割
り
引

き
等
有
り
。
電
話
予
約
可
/
大
久
保

　
(
3
8
5
4
)
0
8
0
5

☆
第
1
8
回
で
て
こ
い
サ
L
ク
ル
バ
ザ

-
U
嵒
日
㈲
、午
前
1
0
時
叩
が

～
午
後
2
時
心
雨
天
決
行
)
/
竹
の

獵
障
害
裼
祉
館
/
物
品
の
提
供
も
お

願
い
し
ま
す
。取
り
に
行
孝
季
冫

中
島
霓
3
8
8
4
)
2
2
7
6

☆
障
害
児
乗
馬
会
(
ポ
ニ
ー
と
友
達

に
な
ろ
う
)
1
1
月
召
昴
・
1
2
月

1
4日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午
後
o
時
3
0

分
/
柳
原
小
学
校
/
―
歳
か
ら
小
学

6
年
生
ま
で
の
障
害
の
あ
る
孑
奐
/
各
3
0

人
(
要
予
約
。
先
肴
順
)
/
2
千
円
/

こ
み
か
ど

(
3
8
8
7
)
7
3
7
5

夜
間
)

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
耙
月
7
日
日

。
午
前
1
0時
～
午
後
2

時

雨
天
時
1
2月
1
4日
)
/
大
谷
田
公

園
/
5
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
/
1
1履

冐
必
着
/
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
サ
ー
ク
ル
・
小
山

〒
1
2
0大谷
田
団

地
内
郵
便
局
留

(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

▽
1
2月
7
日
日
、
午
前
9
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
中
止
)
/
元
昌
江
公
園
/
1
0
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
ク
ラ
ブ

旭
・
高
橋

　
(
3
8
4
0
)
e
1
9
0

▽
1
2月
7
日
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
(
雨
天
敦
肖
1
4
日
)
/
谷
在
家
公

園
/
网
区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
/
1
1月
2
5
R必
着
/
フ
レ
ン
ズ
・
関

口

〒
1
2
3
足
立
西
郵
便
局
留

(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

□
出
店
・
来
場
す
る
方
へ

食
料
品
・

薬
品
・
動
物
・
性
能
を
保
証
で
き
な
い

も
の
は
販
売
で
き
ま
廿
ん
/

交
通
の
妨

げ
・
近
隣
の
嫌
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、

路
卜
駈
車
は
や
め
て
ぐ
だ
さ
い
/
ご
み

は
各
自
持
ち
隔
つ
て
ぐ
だ
さ
い

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
募
集
=

☆
足
立
新
潟
県
人
会

区
内
在
住
の
新

潟
県
出
身
者
お
よ
ぴ
縁
故
者
/

塹

蓋

、

総
会
、
旅
行
会
な
ど
。
故
郷
カ
レ
ン
ダ

ー
を
差
し
卜
ぼ
ま
す
/
年
額
千
9

円

、

そ
の
他
実
費
/
<
r
#

(
3
B
B
8
)
0
5
3
6

☆
足
立
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
火
曜

、
午
後
4

時
1
7

時
・・・竹
の
塚

セ
ン
タ
ー

▽
水
睚
、
午
零

矗

了
5

時
・
:
押
部
谷
在
家
皿
沼
住
区
セ
ン
タ
ー

▽
木
曜

、
午
後
3

時
廴

晶

了

竹
の
塚

セ
ン
タ
ー

▽
金
曜
、
午
後
L

時
3
0
分

～
4

時
3
0
分
・
:
梅
田
住
区
セ
ン
タ
ー

▽
土
曜

、
午
後
L

時
3
0分
～
4

時
3
0
分
E

押
部
谷
在
家
皿
沼
住
区
セ
ン
タ
ー
/

障
害
児
の
学
竜
活
動
/

中
澤

(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

☆
易
学
友
の
会

第
L
・
第
1

火
曜
日

、

午
後
1

時
/

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

九

星
気
学
の
朷
級
/
弖

願
千
5
0
0円

、
そ
の

他
教
材
費
実
費
/

黹
辺

(
3
9
6
6
)
6
7
7
n
a

☆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ

第
1

木
曜
日
、
午
後
L

時
3
0
分
～
1

時
3
0
分
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円

、
月
額
千
5
0
0円/

宮
川

0
2
0
(
3
1
)
1
0
4
0
4

☆
カ
ラ
オ
ヶ
と
歌
謡
舞
踊

月
2

回

(月
曜
B
ほ
か
)
/

五
反
野
駅
そ
ぱ
/

入
命
瑩
2
千
円

、
月
額
2

千
円
/

筏
9
3
8
8
9
T
2
8
5

☆
ペ
ン
習
字
(

松
清
)

第
X

・
第
4

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/

エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/

入
会
金
沺
円

月
額
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代
瞋
円
、
そ

の
他
教
材
費
/

中
台

(
3
8
8
6
)
7
5
1
n
a

☆
合
気
道

▽
少
年
・・・
毎
週
月
曜
日

、

午
後
7

時
卜
a

時

▽
一
般
…
毎
週

月
曜
日

、
午
零

晶
7
9

時
ま
た
は

毎
週
金
曜
日

、
午
後
7

時
即
分
～
9

時
/

宮
城
小
学
校
ほ
か
/

入
会
金
2

千
円

、
月
額
2

千
网
円
/

見
学
自
由

無
料
体
験
あ
ひ
/

下
川

(
3
9
1
1
)
B
5
2
6

☆
英
会
話
(

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
エ
ク

ス
プ
レ
ス
)

月
3
回
(

金
曜
日
)
、

午
後
7

時
～
1

時
/

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、1

回
千
円
/

池
上

霓
3
8
8
1
T
1
5
5

☆
油
絵
・
水
彩
画
(

王
信
美
術
サ
ー

ク
ル
)

毎
週
金
曜
日

、
午
後
L

時
3
0

分
～
4

時
/
王
子
信
用
金
庫
新
田

支
店
/

月
額
2

千
円
(

教
材
賢
)
/

篠
原
?
3
8
5
7
)
9
0
1
0

◎ 即席ラ ーメンを ただ で配って布団を買 わせる悪質 商法にご 注意! 　 団地 等で 即席ラ ーメンをただ で配 って人を 集め、鍋や 湯飲みな どの 景品を 配 った 後、
セラミ ック 加工の布団もあげ ると 言って実際は 高額で買わ せる 業者がいま す。ご注 意くだ さい。 問先= 消費者 センター 　3880- 5380
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お

知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
情
報
資
料
室

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
情
報
資
料
室
で

は
、
女
性
問
題
や
消
費
者
問
題
に
関
す

る
図
書
、
雑
誌
、
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出

し
、
閲
覧
査
竹
つ
て
い
李
7

。
ま
た
、

毎
月
第
1
水
曜
日
の
午
前
1
0時
よ
り
、

女
性
問
題
や
介
護
に
関
す
る
ビ
ア
オ
の

上
映
会
を
行
っ
て
い
欒
歹
。
ぜ
ひ
お
こ

し
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
(
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
内
)

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

消
費
者
講
座
受
講
生
募
集

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
活
用
術

低
金
利
時
代
9

ス

預
兪
″兀
て
ど

こ
で
も
同
じ
・
:な
ん
て
思
つ
て
い
ま
せ

ん
か
?

知
ら
ず
に
損
を
す
る
前
に
、

聞
い
て
堅
気
お
話
で
す
。

日
時
=
1
9

一
月
4
日
閑
、
午
後
2
時
～
4
時

場

所
H
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内

在
住
・
在
動
の
方

講
師
H
深
野
康
彦

氏
(
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

恚

定
員
H
6
0人
(先
着
順
)
費
用
=

無
料

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー
(
3
8
8
0
)
5
3
B
5

国
保
指
定
保
養
施
設

区
で
は
、
近
県
の
旅
館
等
を
「
国
保

指
定
保
養
施
設
」
に
指
定
し
て
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
方
が
利
用
す
る
際

に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対
象
=
足
立
区
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
保
険
料
の
納
め
忘
れ
り
な

い
方

助
成
額
=
▽
大
人
・
:
3
千
円

▽
子
供
…
千
5
0
0円

申
込
日
表
3
の
各

施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保

課
扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約

が
と
れ
た
ら
、
工
週
間
以
内
に
国
民
健

康
保
険
課
の
窓
口
で
利
用
承
認
書
を
受

け
取
つ
て
く
だ
さ
い

※
料
金
な
ど
、

く
わ
し
く
は
区
民
事
務
所
、
国
民
健
康

保
険
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
案
内
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
庶
務
係

表3　 国保指定保養施設

※ 料金は、契約料金( 1 泊2 食付・平日) から助成金を引いた額。休前日等の料
金は異なります
区民事務所、文化スポーツ公社では申し込みできません

住
居
表
示
板
を

取
り
替
え
ま
す

区
で
ば
、
各
街
区
に
取
り
付
け
て
あ

る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
各
建
物
に
取

り
付
け
て
あ
る
「
町
名
板
」「
住
居
番

号
表
示
板
」
の
う
石
、
変
色
し
た
り
、

壊
れ
た
り
し
た
も
の
稾
贊
岳
え
る
作

業
を
行
い
ネ
す
。
取
替
作
業
は
、
区
役

所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業
者
が
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域
凵
西
新
井
一
丁
目
～
七
丁
目

作
業
期
間
=
9
年
H
月
下
旬
～
1
0年
1

月
下
句

問
先
日
住
居
表
示
担
当

お気軽にご利用を

区民相談室
困 ったことや心配なことがある
ときは、ご相 談ください( 秘密厳

守)。 費用= 無料　問 先= 区民
相談室 　3880 ―5111㈹

表2

※ 土曜・日曜 ・祝日 はお休み です

住宅修繕をお考えの方へ…区内建築業者の連合団 体を紹介しています。電話でお申し込みください

休日でも温水プールや図書館などの
区施設の情報はOK

声 の便利 帳「ハロ ーあだち 」

　3272- 8600

区
役
所
が
休
み
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
さ
ら
に
平
日
の
業
務
終
了
後
に
、

電
話
で
休
日
診
捩
所
や
図
書
館
な
ど
の

区
の
施
設
に
つ
い
て
の
問
い
乙
B
せ
に

お
答
え
に
ま
す
。N
T
T
の
万
ペ
レ
ー

タ
ー
が
で
ま
す
の
で
、「
足
立
区
の
o
o
o

に
つ
い
て
知
n
た
い
」
と
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
同
時
に
何
件
で
も
聞
け
ま

す
。
※
N
T
T
「「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
は
、
足
立
区
の
情
報
の
ほ
か
2
3区
内

の
グ
ル
メ
情
報
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
趣

味
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
多
く
の
お
店
の
特

徴
な
ど
虱
需
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

□
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

連
絡
先

▽
図
書
館
の
休
館
日
、
連
絡

先

▽
放
置
自
転
申
の
移
送
先
、
引
き

取
り
方
法

▽
商
店
街
土
・
日
・
召
り

駐
車
場
(
竹
の
塚
、
千
住
付
近
)

▽

郷
土
博
物
館
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、
花

畑
記
念
庭
園
、
都
市
農
業
公
園
の
連
絡

先
、
交
通
機
関
等

▽
ま
な
区
の
イ
ベ

ン
ト施

設
案
内
図
の
あ
婁
な
方
に
は
、F
A
X

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。「リ

ブ
ー
イ
ン
(
わ
た
し
の
便
利
帳
)
」
も

合
わ
せ
て
ご
活
用
ぐ
だ
さ
い
。

□
F
A
X
で
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所

▽
放
置
自
転
車
の
移

送
先

▽
図
書
館

▽
福
祉
事
務
所

▽
保
健
所

▽
温
水
プ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
、
生
物
園
、
そ
の
他
区
の
施

設問
先
=
広
聴
相
談
係

表4　 利用時間
( 案内料は無料。通話料のみかかります)

掲
示
板

□
人
権
週
間
「
講
演
と
映
画
の
集

い
」

日
時
=
1
2月
9
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
H
北
と
ぴ
あ

(北
区
王
子
1
-
H
-
1
)

内
容
=

映
画

「サ
イ
ン
は
ス
ト
レ
ー
ト
」、

講
演
(
春
風
亭
小
朝
氏
)

費
用
=

無
料
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、
年
齢
を
明
記
T

枚
で
2
人
ま
で
応
募
可
。
託
児
を
希

望
す
る
万
は
託
児
希
望
と
明
記
)

申
・
問
先
卜
北
区
総
務
課

〒
Ⅲ
北

区
王
罕
士一
町
1
-
1
5
-
2
2

(
3
9
0
B
)
1
1
1

卜
㈹

□
人
権
週
間
「講
演
と
映
画
の
集

い
」

日
時
=
H
月
2
6日
團
ぶ
哲
團
、
午

前
1
0時
～
午
後
5
時

場
所
H
都
・

産
業
労
働
会
館
(
台
東
区
橋
場
1
-
I
-
6
)

内
容
H
講
演
(
映
画
監

督
・
大
能
照
夫
氏
)
、
映
画
「
秋
無

ほ
か
3
恆
0
0、
資
料
展
示
・
皮
革
製

品
展
示

費
用
日
無
料

問
先
日
都

・
産
業
労
豐
屈

(
3
8
7
6
)
2
9
6
q
u

□
製
靴
技
能
講
座
(
機
械
・
底
付
コ

ー
ス
)

日
時
H
1
9一
月
4

日
～
1
9日
の
月
・
火
・

木
・
金

曜
日
(

全
1
0日
間
)
、
午
後
6

時
～
9

時
1
0
分

定
員
H
1
0
人

費
用
=

無
料

申
込
=
H

月
2
0
・
2
1日

、
午

前
9
時
～
午
後
7

時
に
足
立
技
術
専
門

校
台
東
分
校
へ

場
・
申
・
問
先
卜
足

立
技
術
専
門
校
台
東
分
校
(
台
東
区
橋

場
1
-
1
-

弖

匣
業
労
働
会
館
内
)

　
(
3
8
7
6
)
2
9
9
8

□
城
北
養
護
学
校
公
開
授
業

日
時
=
1
9一
月
4

日
團

、
午
前
1

時
3
0分

～
正
午

場
・
問
先
=

城
北
養
護
学
校

(
南
花
畑
5
-
1
3
-
I
)

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
学
習
・
文
化
施
設
開
放
事
業

開
放
日
=

第
2

・
第
4
土
曜
日
お
よ
び

日
曜
・
祝
日
等
学
校
休
業
日
の
冫

。遺
I

回
(
3

時
間
)

程
度

開
放
施
設
日

足
立
工
業
高
校
会
議
室
1
3
2㎡

目
的
=

踊
り

、
手
芸
、
将
棋
な
ど
サ
ー
ク
ル
活

動

費
用
H

無
料

問
先
卜
足
立
工
業

高
校
・
山
本

(
3
8
9
9
)
1
1
9
6

□
無
料
調
停
相
談

土
地
・
建
物

、
金
銭
の
貸
し
借
ひ
や

家
庭
問
題
で
お
悩
み
の
方
の
た
め
に

、

裁
判
所
の
調
停
委
員
(

弁
護
士
で
あ
る

調
停
委
員
を
含
む
)

が
調
停
の
申
し
立

て
方

、
進
め
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
H
H
月
2
1日
吻
、
午
前
1
0時
叩
分

～
午
後
3
時

場
所
日
大
丸
東
京
店
、

西
武
百
貨
店
池
袋
店
、
錦
糸
町
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ビ
ル
ほ
か

費
用
=
無
料

申

込
=
当
日
会
場
(
先
着
順
)

問
先
卜

脚
日
本
調
停
協
侖
哭
孤

(
3
2
6
4
)
8
1
1
1

㈹

□
育
児
・
介
護
休
業
法
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
H
月
2
6日
團
、
午
後
L
時
卯
が

～
4
時
1
0分

場
所
=
い
き
い
き
ブ
ラ

ザ
ー番
町
(
千
代
田
区
一
番
町
1
2
)

対
象
H
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
等

内
容
=
▽
講
演
・・・高
齢
者
介
護
の
あ
り

方
を
考
凡
る
(
朝
日
新
聞
論
説
委
員
・

大
熊
由
紀
子
昏

▽
説
明
…
育
児
・

介
護
休
業
法
に
つ
い
て
/
育
児
・
介
護

雇
用
安
定
助
成
金
に
つ
い
て

費
用
=

無
料

申
込
卜
電
話

期
限
H
1
1月
1
8

日

申
・
問
先
卜
労
働
省
東
京
女
性
少

年
室

　
(
3
8
1
4
)
5
3
7
2

□
法
廷
通
訳
人
セ
ミ
ナ
ー

法
任
通
訳
人
は
、
通
訳
奄
鼎
綮
予

る
外
国
人
の
刑
事
事
件
に
お
い
て
、
重

要
な
役
割
を
乗
た
し
て
い
欒
歹
。

対

象
H
法
廷
通
訳
の
経
験
の
な
い
方

問

先
卜
東
京
地
裁
刑
事
儖
諛
務
係

心
3
5
8
1
)
5
4
1
1

㈹

□
「
す
ま
い
と
土
地
」
の
な
ん
で
も
相

談日
時
=
1
1月
1
8日
1
2
1日
、
午
後
L
時

～
4
時

場
所
=
都
庁
第
二
本
庁
舎

ホ
ー
ル

内
容
凵
不
動
産
の
問
題
に

つ
い
て
の
面
接
相
談

秘
密
厳
守
)

相
談
員
卜
弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
住
宅
金
融
公
庫
職
員
、
都

職
員

費
用
=
無
料

申
込
卜
当
日

会
場
(
先
着
順
・
各
相
談
日
の
午
後
0

時
卻
が
A

時
茆
岔

問
先
=

都
・
相
談
提
案
課

(
5
3
8
8
)
2
2
5
1

□
看
護
職
の
た
め
の
再
就
職
フ
ェ
ア

日
時
濕
1
1月
2
7日
閑
、
正
午
～
午
後
4

時

場
所
=
東
京
交
通
会
館
1
2階

カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン
B
(
J
R

有
楽
町

駅
徒
歩
1
分
)

対
象
=
離
職
中
の

看
護
職

内
容
H
求
人
施
設
の
採
用

縉
里
苔
面
接
、
求
人
・
求
職
情
報

に
よ
る
相
談

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
卜
都
・
衛
生
局
看
護
課

　
(
5
3
2
0
)
4
4
4
I

□
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技

大
会

期
間
卜
1
0年
1
月
5
日
～
1
4日

会

場
=
長
野
市
、
山
ノ
内
町
、
白
馬
村

野
沢
温
泉
村

前
売
販
売
期
間
=
1
0

年
2
月
2
8
Eま
で

問
先
=
長
野
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
務
局

0
2
6
(
2
2
5
)
1
8
0
0

◎ 訂正とおわび　あだち広報EXP11 月1 日号14ページの記事に誤りがありました。正しくは次のとおりです。訂正しておわびします。「小松真知子とタン
ゴクリスタル」コンサート　日時=11 月28日(金)、午後6 時30分開演　場所= ヤマハホール(銀座) 申・問先= 各チケットぴあ 《広報課》
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青
年
講
座「
介
助
犬
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?
」

障
害
の
あ
る
万
の
手
足
と
'な
っ
て
働

く
介
助
犬
を
育
成
し
、
日
本
に
も
広
め

よ
う
と
し
て
い
灸
硅
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
当
日
は
、
凵
木
の
介
助
犬
第
1

吁
の
グ
レ
ー
テ
ル
号
も
ぴ
塲
す
る
予

定
で
す
。

日
時
H
H
月
3
0日
収
、
午

後
2
時
3
0分
～
4
時
3
0分

講
師
目
矢

沢
知
枝
氏
(
介
助
犬
協
会
ト
レ
ー
ナ

土

定
員
卜
5
0人
(
先
着
順
)
一

用
凵
無
料

場
・
申
・
問
先
卜
青
年
セ

ン
タ
ー

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

「
今
、子
ど
も
た
ち
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か

～
子
ど
も
を
め
ぐ
る
環
境
を
考
え
る
」

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
ぴ
と
活
発
に

舌

も

会
活
動
に
参
加
す
る
に
は
、
会

に
携
わ
る
大
人
の
万
々
の
支
え
が
必
要

で
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

、
子
ど
も
の

心
の
声
岑
聞

い
て
い
る
講
師
か
ら
話
を

聞
き

、
こ
れ
か
ら
の
子
″
に石

会
に
つ
い

て
考
凡
て
み
ま
廿
ん
か

。

日
時
H
n

月
3
0日
㈲

、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
3
0

分

場
所
卜
区
好
峅
1
3
階
大
会
議
室

対
象
口
1
6
才
以
上
で
子
ど
も
会
活
動
に

憮
り
っ
て
い
る
方

、
こ
れ
か
ら
携
わ
る

方
、
興
味
や
関
心
の
あ
る
方

内
容
卜

〉
講
演
会
・・・
今
、
子
ど
も
た
ち
に
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
～
子
ど
ち
奮
の
ぐ
る

環
境
を
考
え
る
(

講
師
・
=
子
ど
も
Ⅲ
番

飃
話
相
談
鰄
・
安
達
倭
雅
子
店

マ
分
科
会
…
①
い
じ
め
問
題
～
親
も
知

ら
な
い
教
師
も
分
か
う
な
い

②
子
ど

も
た
ち
は
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
の
1
子

ど
石
の
弯
つ

鵬
し
宴
え
る
S

用

凵
分
科
会
ま
で
出
席
の
場
台
は
昼
食
代

と
し
て
旛
円

申
込
卜
電
話

期
限
卜
H

月
2
0日

問
先
卜
少
年
育
威
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

防
災
区
民
組
織
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
7

区
民
消
火
隊
・
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
匚
爺
歹
。
ま
た
、
綱
引
き
等
の

イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
消
火

隊
や
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
な
い
町
会
・
自

治
会
の
皆
さ
ん
や
。
町
会
・
自
治
会
に

未
加
入
の
皆
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
ご
參
加

ぐ
だ
さ
い
。

日
時
卜
U
縁
日
㈲
、

午
前
9
時
～
正
午

場
所
日
荒
川
河
川

敷
西
新
井
蠕
緑
地

内
容
凵
消
火
ポ
ン

プ
ーレ
ス
キ
ュ
ー
資
機
材
取
扱
講
習
会
/

運
動
会
/
炊
き
出
し
/
防
災
用
品
の

展
示
・
販
売

問
先
卜
災
害
対
策
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

スケッチ
あだち

スポーツカーニバル' 97
10月10日

( 体育の日)
総合スポーツセンター

ワーイ! メロンがつれたよ
～野菜つり～

トレーナーのおねえさんと
体でジャンケンポン

山
さ
な
芸
術
の
秋

足
立
地
域
ふ
れ
あ
い
切
手
展

1
0月
9
日
・
1
0日
に
、
足
立
北
郵
便

局
な
ど
に
よ
息
化畑
記
心廃

園
で
行
わ

れ
た
ふ
れ
あ
い
切
手
腹

。
紹
や
か
な
神

経
を
必
要
y
誉
る
美
し
い
切
手
貼
り
絵

や
絵
手
紙
の
展
示
に
、
見
る
人
か
ら
賛

嘆
の
声
が
あ
が
Q
豕
す
。

ま
た
、
足
立
区
と
の
友
好
自

治
体
で
あ
る
山
ノ
内
町
の
物
産

販
売
犁
(
人
気
。
芸
術
と

食
欲
が
満
た
さ
れ
た
秋
の
2

日
間
で
し
た
。

あだちの
道路が
便利に
なります
10月22日、補助258号線
が 部閧通し、島根二丁
目地区の旧日光街道と国
道4 号線( 日光街道) が
結ばれました。

小さい秋見つけた 八百免公園で稲刈り
9
月
2
9日

、
八
百
免
公
園
(
佐
野

一
丁
目
)
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
刈
口
か

あ
り
ま
し
た
。
稲
刈
り
を
し
た
の
は
、

中
川
東
小
学
校
5
・
6
年
生
の
栽
培

委
員
2
2人
と
、
同
小
の
子
育
ア
邱
開

づ
く
り

「八
百
免
公
園
友
の
芦

の

皆
さ
ん
。

小
癶
な
田
ん
ぼ
一
杯
に
揺
れ
る
稲

は
、
水
と
緑
の
公
社
の
協
力
夲
受
け

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
育
て
て
4

た
も
の
で
す
。
初
め
は
恐
る
恐
る

と
い
う
慝
じ
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣

れ
て
、
田
ん
ぼ
の
稲
は
あ
っ
と
い
う

閧
に
、
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
ま
し

た
。
収
穫
し
た
約
5
0㎞
の
モ
チ
米
は
、

群
馬
県
の
農
家
か
ら
譲
り
受
け
た
脱

穀
機
で
も
み
が
シ
冥
り

、1
月
の

モ
チ
つ
空
(
会
に
使
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

10月11日・12日

A- Fest a' 97
開催!

今年 も荒川河川敷虹の

広場・北千住駅 西囗ひろ

ぱの会場で。楽しいイベ

ント がたくさん 行われま

した。あなたは遊びに行

きまし たか?

あだっちボールでは
白熱した戦いが繰り
ひろげられました

北
千
住
駅
西
口
ひ
ろ
ば
会
場

一輪車が、オープニングを盛り上げる

フィナーレでの大抽選会
「当たったよ」と大喜び

地
域
と
一
体
、

お
き
も
と

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

秋
空
高
い
睛
天
の
1
0月
1
8・
1
9日
に
、1
0周
年
奪
な
凡

た
興
本
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
声
レ
た
。

こ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
が
、
匐
万
興
野
町
会
青
年

班
所
有
の
手
作
り
万
灯
み
こ
し
。
そ
ろ
い
の
祭
り
半
纒
姿

の
ま
つ
n
'実
行
委
員
と
青
缶
刄
笳
応
援
者
が
、
セ
ン
タ

ー
ー

路
寡

け
声
紮

ま
じ
く
練
り
歩
耋
F
し
た
。

「以
前
よ
く
利
用
し
て
い
た
の
で
、
節
目
の
記
念
に
協
力

で
き
苓
ぶ
っ
た
」
と
籥
年
班
の
瀬
田
さ
ん
。
朷
め
て
み

こ
し
を
担
い
だ
人
の
中
か
ら
は
、「
楽
し
く
て
、
ク
セ
に

な
り
そ
う
」
と
の
声
も
。

さあっ　出発! !

10周年をむか
え展示コーナ
ーも充実

大人も
子どもにかえる
「あだち子ども
フェスティバル」

9
月
2
8日

、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
に
お

い
て

、
あ
だ
ち
早

ど
石

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
指
導
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
が
謇

迴

ぐ
さ
ん

。
昔
懐
か

し
い
お
手
玉
、お
は
じ
き
、め
ん
こ

、ベ
ー

ゴ
マ
等
夲
啄
験
U

、
子
ど
も

は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た

。

いろんな遊びを
おそわりました

◎「あ だち広 報」は再 生紙を使 用してい ます F　240, 000


